
［成果情報名］南の地点の補光処理で北に離れた地点の温暖化条件を模擬できる  

［要約］南北に離れた２地点について、南の地点において日長時間を補光により北の地点と

同一にすると、北の地点における温暖化後の気温･日長条件を模擬できる。これにより、温

暖化後の北地点の水稲発育を把握でき、それに基づき水稲栽培シナリオを推定できる。 
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［背景・ねらい］ 

 温暖化条件に適応する水稲栽培シナリオ（どのような熟期の品種をどのような作期で

栽培できるか）を知る目的で、南北に離れた２地点の気温差を利用する試験を行う。南

の地点において、北の地点の温暖化条件を模擬することにより、北の地点の温暖化後の

水稲出穂期を推定する。それにもとづき栽培シナリオを推定する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．現在の南の地点の気温で、北の地点の温暖化条件を模擬する（図１）。南の地点で栽培

試験を行い、北の地点が現在の南地点の気温まで温暖化した場合の水稲の出穂期を推定

する。 

 

２．ただし、夏期は南の地点は北の地点より日長時間が短い（図１）。そこで、補光により、

北の地点の日長時間を模擬する。 

 

３．つくばと盛岡で補光試験を行った（表１、表２）。2009年（平年気温に近い気温条件で、

つくばは盛岡より2.1℃高温であった）のつくばでの出穂期は８月９日であった（表２）。

温暖化により盛岡の気温が2009年のつくば程度になった場合のコシヒカリの出穂期は、

次のように推定できる。盛岡では日長時間の影響により８月９日より出穂が遅延する。

両地点の日長時間差に起因する出穂期の差は８日間であるので（表２）、求める出穂期

は８月９日に８日を加えて８月17日と推定できる。 

 

４．３で推定した出穂期に基づくと、盛岡が2.1℃温暖化した場合のコシヒカリの栽培シナ

リオ（出穂期、登熟期気温、出穂後気温、収量ポテンシャル）を、表３のように推定で

きる。現在の慣行的移植期にコシヒカリを移植すると、収量ポテンシャルは現在栽培さ

れるあきたこまちの90%である。移植期を２週間前進させると収量ポテンシャルは同

93%になるが、出穂後の気温が現在より1.6℃上昇する。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．補光時間は次のように設定した。日の出前の照度が、水稲が明期と受感して日長反応す

る閾値より僅かに暗い時点（太陽高度-2.5°）から補光した。日没後は閾値より僅か

に暗くなる（太陽高度-2°）まで補光した。この方法によると、補光区の明期は、無処

理区（自然条件）の明期より僅かに長くなる。太陽高度が 6°以上の時間帯は十分な照

度があるので補光しない。 

２．2010 年は猛暑であったため、上記３の温暖化後の出穂期推定値を検証できた。すなわ

ち、盛岡では 2010 年は 2009 年より 2.5℃高温となり（表１）、出穂期は８月 16 日と

なった。これは上記の４で推定した 2.1℃の温暖化時の８月 17 日とほぼ近い値となっ

た。 



表１．盛岡とつくばの気温（℃）の比較

年次 盛岡 つくば 2地点の差

2009 21.2 23.3 2.1

2010 23.7 25.5 1.8

平年 21.1 22.9 1.9

アメダス盛岡とアメダス館野における６～８月の平均値

表２．盛岡とつくばでの補光試験における出穂期 （月/日）

盛岡 つくば

試験年次 自然光のみ 自然光のみ
自然光プラス

補光Ａ
自然光プラス

補光B

2009年 8/20 8/9

2010年 8/16 8/5 8/8
(a)

8/16
(b)

補光Ａ：明期の長さが、つくばの自然光による明期より僅かに長くなるように、朝夕補光。

補光Ｂ：明期の長さが、盛岡の自然光による明期より僅かに長くなるように、朝夕補光。

(a)と(b)の出穂期の差(８日間)は、２地点間の日長時間差に起因する。

５月28日に移植。品種はコシヒカリ。

[具体的データ] 
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表３．温暖化後の盛岡における水稲栽培の様子

条件 品種 移植日 出穂期 出穂後気温1) 登熟期気温2) 収量ポテンシャル3)

(月/日) (月/日) (℃) (℃) (kg/10a)

2009年 あきたこまち 5/28 8/5 23.5 22.1 712

2.1℃温暖化 コシヒカリ 5/28 8/17 24.4 22.2 640

2.1℃温暖化 コシヒカリ 5/144) 8/11 25.1 23.2 658
1)出穂後15日間の平均気温、2)出穂後40日間の平均気温
3)気候登熟量指数による、気温と日射から推定される最大可能収量（林、2001）
4)気温上昇で移植が前進した場合を想定
温暖化後の気温は現在の平年値+2.1℃とし、日射量は現在の値を用いた


